
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

秩
父
市
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リ
ッ
ク
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メ
ン
ト
手
続
き
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ご寄附
ありがとうございました

　次の方から、社会福祉のために寄
附をいただきました。温かな善意に
感謝し、ご紹介します。
（平成₂₇年１月）

▼１月₁₉日、宗福寺様から、₂₀，₀₀₀円

建
設
工
事
用
の
仮
囲
い
を

設
置
し
ま
し
た

　

建
設
工
事
の
た
め
の
準
備
作
業
と
し

て
、
建
設
工
事
用
の
仮
囲
い
を
設
置
し

ま
し
た
。
以
前
の
仮
囲
い
は
、
旧
施
設

解
体
後
の
跡
地
安
全
対
策
と
し
て
設
置

し
て
い
ま
し
た
が
、
建
設
工
事
用
の
仮

囲
い
は
、
工
事
受
注
者
の
施
工
基
準
に

合
わ
せ
た
も
の
と
な
り
ま
す
。今
後
は
、

こ
の
仮
囲
い
に
工
事
内
容
や
市
か
ら
の

お
知
ら
せ
を
掲
示
す
る
な
ど
し
て
、
活

用
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
一
方
通
行
と
な
っ
て
い

る
歴
史
文
化
伝
承
館
前
駐
車
場
へ
の
北

側
入
口
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
工
事
の

進
捗
に
よ
り
、
仮
囲
い
の
位
置
を
一
部

拡
張
す
る
必
要
が
あ
り
、
当
分
の
間
、

車
両
の
通
行
が
で
き
な
く
な
る
予
定
で

す
。
そ
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
詳
細
が

決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
後
の
予
定

　

地
下
掘
削
の
た
め
の
山
留
工
事
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
山
留
と
は
地
盤
を

掘
削
す
る
と
き
、
支
持
材
な
ど
を
用
い

て
周
囲
の
地
盤
が
崩
れ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
で
す
。
山
留
工
事
終
了
後
は
、

掘
削
工
事
、
基
礎
工
事
へ
と
進
ん
で
い

き
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

１
市
役
所
本
庁
舎
等
建
設
推
進
室

　

☎
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建
築
住
宅
課︵
工
事
に
関
す
る
こ
と
︶

　

☎
2₆

－
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市
役
所
本
庁
舎
お
よ
び

市
民
会
館
の
建
設
に
向
け
て

秩
父
市
消
費
生
活
条
例（
案
）

制
定
の
背
景
と
目
的

　

私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
情
報
通

信
技
術
の
向
上
や
規
制
緩
和
に
よ
る
経

済
構
造
の
変
革
な
ど
に
よ
り
、
大
き
く

変
化
し
、
消
費
者
が
遭
う
被
害
も
多
様

化
・
複
雑
巧
妙
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
的
確
・
迅
速
に
対

応
し
、
消
費
者
の
権
利
を
尊
重
す
る
と

と
も
に
そ
の
自
立
を
支
援
し
、
消
費
生

活
の
安
定
と
向
上
を
図
る
た
め
、
条
例

を
制
定
し
ま
す
。

概
　
要

① 

市
・
事
業
者
の
果
た
す
べ
き
責
務
、

消
費
者
・
消
費
者
団
体
の
果
た
す
べ

き
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
。

②
市
が
行
う
施
策
の
基
本
理
念
を
定
め
る
。

③ 

消
費
者
と
し
て
の
権
利
の
尊
重
・
自

立
を
支
援
す
る
。

条
例
を
知
る
に
は
⋮

公
表
期
間　

３
月
₁₆
日
㈪
～
４
月
₁₆
日
㈭

公
表
方
法　

・
市
Ｃ
へ
記
載

・
歴
史
文
化
伝
承
館
１
階
「
情
報
提
供

コ
ー
ナ
ー
」、
吉
田
・
大
滝
・
荒
川

総
合
支
所
市
民
福
祉
課
で
閲
覧

・
秩
父
図
書
館
、荒
川
図
書
館
で
の
閲
覧

・
市
民
生
活
課
で
の
閲
覧

意
見
を
提
出
す
る
に
は
⋮

意
見
募
集
期
間

３
月
₁₆
日
㈪
～
４
月
₁₆
日
㈭

提
出
方
法
・
提
出
先

・
市
民
生
活
課
窓
口
、
吉
田
・
大
滝
・

荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
へ
文
書

で
提
出

・
市
民
生
活
課
へ

、
メ
ー
ル
で
提
出

・
何
で
も
投
書
箱
へ
投
函

１
市
民
生
活
課
☎
2₅

－

５
２
０
０


2₆

－

１
１
３
２
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　秩父ジュニアSTCスポーツ少年団
の桒原・浅見ペアが、全国小学生ソフト
テニス大会埼玉県予選会（ダブルス・低
学年男子の部）で準優勝し、３月に千葉
県で行われる全国大会に出場します。

左：桒
くわ

原
ばら

充
みつ

樹
き

くん（荒川西小４年）
右：浅

あざ

見
み

竣
しゅん

一
いち

朗
ろう

くん（西小３年）

ソフトテニスの県大会で準優勝
全国大会に出場！

　新しい市民会館は、市民の皆さ
んから親しまれ、利用しやすい施
設となることを目指しています。
そこで、管理運営方法について
ワークショップ※を開催し、市民
の皆さんからご意見をお聞きしま
す。
と　き　月１回程度のペースで開
催します。
※正式な日程は、別途案内します。
募集人数　若干名
対　象　秩父市民（在勤・在学者
を含む）

２・１生涯学習課☎２３－２２９４
２３－２２９８

ワークショップで
市民会館へのご意見を募集

※ワークショップとは
　参加者自らが主体的にアイデア
や意見を出し合い、参加者同士の
相互交流の中で学び、創造してい
く、双方向
的な活動の
場のことで
す。


